
                                                           

                                                        
 

  

 

 

  

  

  

  

  

  

 

    

  

ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
じ
ゃ
な
い 

―
 

生
活
科
の
役
割
を
実
現
す
る
授
業
実
践
を
め
ざ
し
て 

ー 

 

生
活
科
は
、
単
に
理
科
と
社
会
を
足
し
た
教
科
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
生
活
科
は
、
一
人
一
人
の
思
い

や
願
い
を
実
現
し
て
い
く
一
連
の
学
習
活
動
の
中
で
、
児
童
が
自
発
性
を
存
分
に
発
揮
し
、
対
象
へ
の

気
付
き
を
得
た
り
見
方
や
考
え
方
を
生
か
し
た
り
し
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
生
活
を
自
ら
創
造
し
て
い
く

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
幼
児
教
育
と
非
常
に
近
い
方
向
で
あ
り
、
低
学
年
の
教
育
課
程

を
編
成
す
る
上
で
も
、
大
切
な
視
点
と
言
え
ま
す
。
充
実
し
た
活
動
や
体
験
の
中
で
得
ら
れ
た
喜
び
や

自
信
は
、
生
活
科
の
学
び
に
留
ま
ら
ず
、
他
教
科
や
中
学
年
以
降
の
学
び
、
さ
ら
に
は
、
教
室
を
越
え

た
生
活
の
土
台
と
な
っ
て
い
く
の
で
す
。
本
資
料
で
は
、
生
活
科
の
役
割
に
つ
い
て
一
層
の
理
解
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
「
生
活
科
の
内
容
」
を
概
要
図
と
し
て
ま
と
め
て
い
ま
す
。
生
活
科
の
授
業
実
践

に
係
る
研
究
会
は
も
と
よ
り
、
幼
児
教
育
の
質
的
向
上
及
び
小
学
校
教
育
へ
の
円
滑
な
接
続
の
た
め
の

研
修
会
等
に
お
い
て
も
、
学
習
指
導
要
領
解
説
と
並
べ
、
広
く
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

 

 

  

 



                                          

 

 

 

 「
環
境
を
通
し
て
行
う
教
育
」
か
ら 

小
学
校
教
育
へ
の
接
続 

 

 



学習指導要領解説⽣活編の概要〔内容＊〕

気付きとは、「対象に対する⼀⼈⼀⼈の認識」

満足感

個別の気付きが関連付く

⾃分⾃⾝への気付き

⾃
覚

手応え

成就感

自信

気付きの質の高まり
＝深い学び

⼭形県教育庁義務教育課

図１：単元や⽇常の中で何度も繰り返される学習過程の例
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容
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合
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合
科
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連
的
,
指
導
/
⾒
通
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︵
例
︶
単
元
配
列
表

教師による丁寧な見取り

尋ね返し

言葉かけ
共感

問いかけ

気付き

気付き

気付き

気付き

幼
児
期
#
教
育
@
#
連
携

具体的な
活動や体験

思考⼒・判断⼒・
表現⼒等の基礎

知識及び
技能の基礎

学びに向かう⼒、
⼈間性等

繰り返
す

図２：深い学びを実現するイメージ

これらが相まって
安定的で

持続的な態度へ



繰り返
す

学習指導要領解説⽣活編の概要〔内容⑸〕

⾝近な⾃然に（と）（を）

季節や地域の⾏事に（を）

学習のきっかけが生まれること
などの視点で学習環境を見直す

見付ける

気付きとは、「対象に対する⼀⼈⼀⼈の認識」

満足感

同じ性質や変化があることを⾃覚すること

異なる特徴や違いがあることを⾃覚すること

⾝近な⾃然や季節、地域の⾏事の
共通点や相違点に気付くこと

季節の移り変わりに気付くこと

・⾝近な⾃然の様⼦に気付く
・⾃然や地域の⾏事の特徴に気付く

時間の変化や繰り返しがあることを⾃覚すること

〔身近な自然〕とは

〔季節や地域の行事〕とは

⾃然のよさ⼼地よさ

協⼒快適さ

⼗分に味わうこと

自分なりの
思いや願い

比べる

個別の気付きが関連付く

⾃分⾃⾝への気付き

⾃
覚

手応え

自信

気付きの質の高まり
＝深い学び

⼭形県教育庁義務教育課

▶繰り返し関わることの
できる⾃然
▶四季の変化を実感する
のにふさわしい⾃然
公園、川、⼟⼿、林
野原、海、⼭、⽣き物
草花、樹⽊、⽔、氷
⾬、雪、⾵、光など

出かけること

図１：単元や⽇常の中で何度も繰り返される学習過程の例

内
容
#
組
合
&

合
科
的
)
関
連
的
,
指
導
/
⾒
通
2

︵
例
︶
単
元
配
列
表

気付き

気付き

気付き

気付き

・気付いたことを毎⽇の⽣活に⽣かすこと
・暮らしを楽しく充実したものにしようとすること

︵
例
︶
内
容
⑶
⑹
⑺
⑻

面白いな！

そうだったのか

うまくいった！

もっと探したい

図２：深い学びを実現するイメージ

環境構成に配慮

幼
児
教
育
C
#
連
携

教師による丁寧な見取り

尋ね返し

言葉かけ
共感

問いかけ

諸感覚を使って・繰り返し関わる

直接触れ合うこと

繰り返し触れ合うこと

興味をもつこと

おしゃれな色の
落ち葉を見つけたいな

▶季節の変化と関わりをもつ地域の⾏事
・七⼣や端午などの節句
・⽴春や⽴秋などの節気
・正⽉などの伝統⾏事 など

実際に関わること

⼤切なことは、⽇常的に⾃然に触れる機会
を通して、幼児が季節の変化に気付いてい
くようにすることである。

（引⽤：幼稚園教育要領）

十分な体験

十分な体験

季節の変化と⾃分たちの⽣活との
関わりに気付くこと

見通す

・⾃然が⾃分の⽣活の変化を
⽣み出していることに気付く

・⾃然の変化に気付く
・季節や地域にちなんだ⾏事が

あることに気付く

⾃然との触れ合い ⾏事との関わり
成就感

清々しさ

変化

これらが相まって
安定的で

持続的な態度へ

＊自分から身近な自然に関わる姿
＊自分の生活に取り入れ生かす姿
＊自分たちの生活を楽しく工夫する姿

⾝近な⾃然を観察したり、季節や地域の⾏事に関わったりするなどの活動を通して、
それらの違いや特徴を⾒付けることができ、⾃然の様⼦や四季の変化、季節によって⽣活の様⼦が変わることに気付くとともに、

それらを取り⼊れ⾃分の⽣活を楽しくしようとする。

たとえる



⾝近な⾃然を利⽤したり、⾝近にある物を使ったりするなどして遊ぶ活動を通して、
遊びや遊びに使う物を⼯夫してつくることができ、その⾯⽩さや⾃然の不思議さに気付くとともに、

みんなと楽しみながら遊びを創りだそうとする。
学習指導要領解説⽣活編の概要〔内容⑹〕

⾝近な⾃然の事物や現象を

⾝近にあって不要になったものを（で）

場所⾃体のもつ特徴を
児童の意欲や主体性を引き出す環境構成

見付ける

気付きとは、「対象に対する⼀⼈⼀⼈の認識」

満足感

遊び⾃体を⼯夫すること

遊びに使うものを⼯夫してつくること

遊びの⾯⽩さに気付くこと

⾃然の不思議さに気付くこと

・遊び⾃体の⾯⽩さに気付く
・遊びを⼯夫する⾯⽩さに気付く
・遊びを創り出す⾯⽩さに気付く
・友達と⼀緒に遊ぶことの⾯⽩さに気付く
・⾃分⾃⾝の変容に気付く

・⾃分の⾒通しと事実の違いに気付く
・⾃然の中にあるきまりに気付く
・⾃然現象そのもの不思議さに気付く

考えを巡らせること

〔身近にある自然〕とは

〔身近にある物〕とは

風って面白いな

自己選択
自己決定

ルール約束

互いのよさ⾃分との違い

競い合い 協⼒

尊重し合う

利⽤して遊ぶこと

使って遊ぶこと

⼯夫して遊ぶこと

つくって遊ぶこと

自己選択
自己決定

見通す

試す

たとえる

工夫する

比べる

個別の気付きが関連付く

⾃分⾃⾝への気付き

⾃
覚

手応え

成就感

自信

気付きの質の高まり
＝深い学び

⼭形県教育庁義務教育課

学習対象との

出会いの場を用意

草花、樹⽊、⽊の実、
⽯、砂、光、影、⾬、
⽔、氷、雪、⾵など

紙、ひも、ポリ袋
空き箱、ストロー

ペットボトル
割りばし
トレイなど

選んで遊ぶこと

⽣かして遊ぶこと

図１：単元や⽇常の中で何度も繰り返される学習過程の例

内
容
#
組
合
&

合
科
的
)
関
連
的
,
指
導
/
⾒
通
2

︵
例
︶
単
元
配
列
表

教師による丁寧な見取り

尋ね返し

言葉かけ
共感

問いかけ

これ使えそう！

気付き

気付き

気付き

気付き
自己選択
自己決定

ここから飛ばしたいな

遊びを通した友達との関わり合いの中で

互いの関係を豊かにし、豊かな⽣活の
実現に向かう遊びを創り出すこと

︵
例
︶
内
容
⑸

たのしいな！
うまくいったぞ

がんばった！

もっとやりたい

５歳児後半には遊びの⽬的に
沿って⾃分たちで場所を選んだ
り変えたりして遊んでいくよう
になる。（参考：幼稚園教育要領）

環境構成に配慮

幼
児
教
育
@
#
連
携

繰り
返す

図２：深い学びを実現するイメージ

これらが相まって
安定的で

持続的な態度へ

＊自分から対象に関わる姿
＊自分らしさを表出する姿
＊友達との関係をつくり出す姿



繰り返
す

学習指導要領解説⽣活編の概要〔内容⑻〕

多様な⼈々と（に、から）

⾔葉に限らない多様な⽅法で

伝え合いは、観察や製作など
活動や体験の途中でも行われる

（教室に戻ると話が広がりにくいことを念頭におく）

試す

気付きとは、「対象に対する⼀⼈⼀⼈の認識」

達成感

相⼿のことを思い浮かべること

相⼿の⽴場を気にかけること

⾃分のことが相⼿に伝わる
よさや楽しさが分かること

伝えたいことが相⼿に伝わる
よさや楽しさが分かること

伝える内容や伝える⽅法を決めること

〔自分たちの生活や地域の出来事〕とは

〔多様な方法〕とは

交流の楽しさ積極性

表現すること

比べる

個別の気付きが関連付く

⾃分⾃⾝への気付き

⾃
覚

手応え

自信

気付きの質の高まり
＝深い学び

⼭形県教育庁義務教育課

・学校や家庭、地域での⽣活の様⼦
・⼼に残る出来事
・⽣活科における出来事 等々

聞き取ること

図１：単元や⽇常の中で何度も繰り返される学習過程の例

内
容
#
組
合
&

合
科
的
)
関
連
的
,
指
導
/
⾒
通
2

︵
例
︶
単
元
配
列
表

気付き

気付き

気付き

︵
例
︶
全
<
#
内
容
=
関
連

できたぞ！

そうだったのか

うまくいった！

図２：深い学びを実現するイメージ

幼
児
教
育
=
#
連
携

＊互いの関係を一層豊かにしていく姿
＊進んで触れ合い交流していこうとする姿

教師による丁寧な見取り

尋ね返し

言葉かけ
共感

問いかけ

交流し合うこと

直接話しかけること

伝え合うこと

▶表現することによって
・確かな気付きとなる

▶交流することで
・気付きが共有される
・新たな気付きが⽣まれる
・様々な気付きが関連付けられる

相⼿の伝えたいことを理解する
よさや楽しさが分かること

見付ける

⾃ら協働的な関係を築いていこうとすること
成就感

相⼿意識努⼒

これらが相まって
安定的で

持続的な態度へ

雨の日は水を
あげちゃだめ

放っておくの？

雨雲さんが
お水をくれるよ

・⾔葉、絵、動作、
劇化、説明する

・写真や具体物の提⽰
・表情やしぐさ、態度
・ICTなど

触れ合うこと

表現の場を

適宜位置付ける

気付き

見通す

思考や表現を一体的に繰り返す活動が大切

たとえる

工夫する

相手意識
目的意識

相手意識
目的意識

相⼿のことを理解する
よさや楽しさが分かること

・学校から地域へと関わる対象を少しずつ広げる
・⾔葉による⽅法のほかに、多様な⼿段を活⽤する

伝えたいな

伝えたいという強い思いや願いを心に抱くよう、
活動や体験を充実させることが重要

⾃分たちの⽣活や地域の出来事を⾝近な⼈々と伝え合う活動を通して、
相⼿のことを想像したり伝えたいことや伝え⽅を選んだりすることができ、⾝近な⼈々と関わることのよさや楽しさが分かるとともに、

進んで触れ合い交流しようとする。

伝えたいことが
伝わるかなあ

▶伝え合う場⾯を
何度も設定することが⼤切

▶継続的に関わり、
共に活動を進めていくことができる
対象を設定することが⼤切


